
Ⅰ 調査の概要

１ 趣旨・目的

学習指導要領において身に付けることが求められている基礎的・基本的な内容のうち，

「読み・書き・算」等の基礎学力について，県内すべての公立小・中学校を対象に調査を

実施し，県全体における定着度の状況を分析した上で，分析結果をまとめ，今後の個に応

じたきめ細かな指導方法の改善・充実に資することを目的とする。

２ 調査の対象学年，学級等

ア 県内すべての公立小学校第５学年，中学校第１，２学年の全学級の児童生徒を調査対

象とした。ただし，複式学級を有する学校においては，履修していない内容を調査から

除外して実施している。なお，小・中学校における特殊学級の児童生徒については，該

当学年の学習内容を履修していない教科・内容を調査から除外して実施した。

イ 盲学校，聾学校及び肢体不自由者又は病弱者を教育する養護学校においては，該当学

年の学習内容を履修している児童生徒を調査対象とした。

学 校 種 学 年 実 施 校 実 施 児 童 生 徒 数

小学校 第５学年 ５８０校 １７，４５８人

中学校 第１学年 ２７０校 １７，３０４人

第２学年 ２７０校 １７，６１５人

（小学校の調査対象校（５９４校）のうち，１４校は第５学年に在籍者なし ）。

＊ 調査人数は，欠席等により各教科，設問によって異なる （上記は最大値を示す ）。 。

＊ 意識調査は，調査実施学年のうち，各学校１学級を抽出して実施。

３ 調査の内容

ア 学力調査

ペーパーテストにより，調査対象教科の「基礎・基本」の定着状況(当該学年の１２月

終了程度までを範囲とする）について調査。調査対象教科は以下のとおりである。

【小学校（小学部 】 第５学年 ・・・・・ 国語，社会，算数，理科）

【中学校（中学部 】 第１，２学年 ・・・ 国語，社会，数学，理科，英語）

イ 意識調査

・ 質問紙法により，児童生徒の学習に対する関心・意欲・態度等について調査した。

・ 学習全般にわたる質問事項と学力調査を実施する教科に関わる質問事項で構成した。

（意識調査は，調査実施学年のうち，各学校１学級を抽出して実施 ）。

４ 調査の実施時間

ア 学力調査 小学校 ４５分（調査票の配布・説明等５分，調査時間４０分)

中学校 ５０分（調査票の配布・説明等５分，調査時間４５分）

イ 意識調査 小・中学校とも２０分

５ 調査の実施日

平成１７年１月中旬

６ 調査の採点及び結果の集計・分析

ア 各学校は，自校の児童生徒の調査について採点・集計を行い，当該市町村教育委員会

へ報告する。自校の調査結果については，保護者に対して説明を行うとともに，今後の

指導方法改善に生かす。

イ 各市町村教育委員会は，管下の学校の調査結果を集計し，県教育委員会へ報告する。

， 。自市町村の調査結果は保護者等に公表するとともに 基礎学力の定着への取組に生かす

ウ 県教育委員会は，調査結果を集計・分析し，県全体（各地区等）の調査結果について

公表するとともに，指導方法の工夫改善の参考となる資料を作成し，県総合教育センタ

ーのホームページに掲載する等，各学校の基礎学力定着への取組を支援する。


